
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和2年度決算）
東京都　昭島市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

17.34 6,548.56 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ab 非設置 113,552

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 84.61 99.93 82.78 1,347 113,463 14.40 7,879.38

　昭和47年度から汚水管渠の整備を開始し、特に昭
和53年度から昭和60年度に全体整備の80％が集中し
ており、すでに30年以上が経過した汚水管渠となっ
ている。一般的には汚水管渠の耐用年数は50年と考
えられているが、改築更新の最適化を図るため、整
備年次や市の維持管理状況を考慮したストックマネ
ジメント計画に基づき、更新工事を順次実施してい
る。
　公営企業会計移行初年度のため、①有形固定資産
減価償却率は低い水準にあり、敷設後50年を経過し
た管渠がまだ存在しないことから②管渠老朽化率も
０％となっているが、上記のとおり今後約15年以内
に大部分の管渠が耐用年数を迎えることになる。③
管渠改善率は他団体と比べて比較的高い数値である
ものの、今後も老朽化対策は急務であり、更新工事
を着実に実施していく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　全体を通して、令和２年度決算における経営指標
は概ね高い水準を維持しており、健全な経営状況に
あるといえる。
　今後は人口減少や節水機器の普及などに伴う下水
道使用料収入の減少や下水道施設の維持管理費の増
加などにより、下水道事業を取り巻く経営環境はよ
り厳しくなっていくことが見込まれる。効率的な事
業運営を図り利益を確保しながら、喫緊の課題であ
る下水道施設の老朽化対策を着実に進めていく必要
がある。
　昭島市下水道総合計画や令和２年度に策定した昭
島市下水道事業経営戦略に基づき、経営指標や財政
状況を勘案しながら、長期的な財政見通しを踏まえ
た安定した経営を行っていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　昭島市下水道事業は、令和２年度決算より公営企
業会計へ移行していることから、令和２年度の数値
のみ表示している。
　経常収益に対する経常費用の割合である①経常収
支比率は100％を超えており、収支が黒字で経常利
益が発生している。なお累積欠損金が発生していな
いため、②累積欠損金比率は０％である。
　汚水管の敷設が概成し、下水道施設の新設から維
持管理の時代へと移っていること、また管渠の長寿
命化事業などの建設改良事業の実施に当たり、近年
は将来負担の削減の観点から企業債の借入を抑制し
ていることなどにより、④企業債残高対事業規模比
率は他団体と比べて非常に低い水準にある。企業債
残高が少ないため、短期的な債務に対する支払能力
を表す③流動比率は100％を超えており、支払うべ
き債務に対する現金などの資産が確保できている。
　下水道普及率がほぼ100％に達しており、汚水処
理の効率性を示す⑥汚水処理原価も他団体と比べて
低く抑えられていることから、⑤経費回収率は約
121％と高い水準にある。これは下水道事業の運営
に係る費用を下水道使用料収入で賄うことができて
いることを意味しており、下水道使用料収入により
運営費を確保しながら、発生した利益を活用して下
水道施設の老朽化対策を実施するというサイクルが
機能しており、健全な経営を維持しているといえ
る。
　なお⑧水洗化率は100％に近い水準となってい
る。市内建築物の建替え、改造や改便などに伴い、
数値は年々微増傾向にある。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.67】 【3.64】 【67.52】 【705.21】

【95.57】【59.57】【134.52】【98.96】

【36.52】 【5.72】 【0.30】


